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C o n g r a t u l a t i o n s

編集後記
今回は、最新のがん治療や新型コロナウイルス感染症などに関する専門家の見解をご紹介しました。後半の

ページでは、運動習慣の大切さをお伝えしています。パンデミックを運動不足の言い訳にしてしまいがちです
が、WHOも「座っている時間が長いことが原因で起きる他の病気の大流行に直面しかねない」と指摘していま
すので、少しでも（+10プラステンで10分多く）体を動かして、こころと体をリラックスさせたいですね。
今後とも、本院では、より安心・安全な医療の提供に努めて参りますので、どうぞよろしくお願いいたします。
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※所属については、受賞時のものである。

人じん事じ往おう来らい

（R3.6.1～R4.4.1）

年月日      │ 異動前 │ 氏名 │ 異動後 年月日      │ 異動前 │ 氏名 │ 異動後目指して

　重粒子線治療は放射線治療の一種で、炭素の原子
核を光の速度の70%程度まで加速してがんに照射しま
す。粒子を加速するための大型の機械・設備が必要で
すが、1)効き目が強い、2)副作用が少ない、3)短期治療
に適しているなど、優れた特徴を持っています。山形大
学医学部東日本重粒子センターは国内では７カ所目、東
北北海道では初となる施設として建設され、総合病院で
ある山形大学医学部附属病院と直結（世界初）、超電導
技術を用いた世界最小の回転ガントリー（360度いろい
ろな方向からがんを狙い撃つ装置）など多くの特徴を備
えています。2021年2月から水平照射室で前立腺癌の
治療が始まっており、2022年3月からは回転ガントリーが
稼働開始、徐 に々治療対象を拡大予定で、2022年秋に
は全身のがんが治療対象となる予定です。対象疾患の
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保険適用も拡大傾向で、前立腺や耳鼻科系のがん、骨
や筋肉のがんに加え、膵臓がん、肝臓がん、肝内胆管が
ん、大腸がん再発、子宮頸部腺がんが2022年4月より保
険適用となりました。その場合、治療費の自己負担は数
万円から数十万円で、特に高額な医療ではなくなってい
ます。このように重粒子線治療は徐 に々“普通の治療”に
なりつつあります。そして、この装置を持つことは、世界的
に見ても全国的に見ても、山形大学医学部附属病院の
際だった特徴となっています。
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　2019年に本邦で進行・再発癌に対して複数がん遺伝
子パネル検査が保険収載されました。一口に「がん」と
いっても、がんの遺伝子（ゲノム）は多種多様で、同じ病
名でも全く異なる遺伝子を持つことがあります。がん遺
伝子パネル検査を行い、がんの遺伝子変化の特徴を知
ることで、患者さんに合った個別化医療を提供できる可
能性があります。
山形大学医学部附属病院は2019年にがんゲノム医

療拠点病院に認定され、山形県内のがん遺伝子パネル
検査を取り扱い、これまで400件以上
の検査を実施してきました。標準治
療終了あるいは終了見込みの進行・
再発癌患者が保険適応となり、手術
あるいは生検で摘出した検体を用い
て腫瘍ゲノムの解析を検査会社に依
頼します。また、手術や生検が困難な
場合でも、血液中の腫瘍ゲノムを解
析するリキッドバイオプシーも保険収
載されたため、検査対象となる患者
さんが増えています。 
がんパネル検査は、検体の準備か

ら結果が返ってくるまで約１か月かか
ります。新たな治療が見つかる確率
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は10％未満と決して高くはなく、解決すべき課題はありま
すが、2022年4月の診療報酬改定で、遺伝子変化に基
づいた薬剤の選択肢も増えました。がんパネル検査によ
り当院で行うことができる保険内治療が広がっており、
治験が見つかる可能性もあります。がんの治療中でがん
遺伝子パネル検査を受けてみたいという方は、主治医
あるいはがん患者相談室にご相談ください。 
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山形大学医学部附属病院
がん患者相談室（地域医療連携センター内）
時間／平日9時～16時　受付電話／023-628-5159

がん克服を

重粒子線治療の適応（R4.4～）
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保険

前立腺がん
保険／臨床

【東日本重粒子センター】
66mの渡り廊下で附属病院と直結しています

【回転ガントリー照射室】　
患者さんは楽な姿勢のまま照射治療を
受けることができます

その他の治療を
検討

遺伝子変異なしC遺伝子変異あり

標準治療の終了が
見込まれる人

標準治療終了後 標準治療がない
原発不明がん、
希少がんなど

一般的な対象

がん遺伝子パネル検査（がんゲノム医療）

多数の遺伝子を
同時に検査

がん遺伝子
パネル検査

検査結果

治療方針決定

A遺伝子 B遺伝子 C遺伝子 …D遺伝子

効果が期待
できる薬の
使用を検討

(臨床試験、治験など)

E遺伝子

専門家で
治療方針を検討

検査の
説明と同意
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